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○ 

開 
 

 
 

 

議 
◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開

き
ま
す
。 

 

日
程
に
よ
り
ま
し
て
、
甲
第
四
十
七
号
議
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り
ま
す
が
、
質

疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
質
疑

を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

甲
第
四
十
七
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
甲
第
四
十
七
号

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 

論 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

次
に
、
上
程
中
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
討
論
に
入
り
ま

す
。 

 

乙
第
五
十
六
号
議
案
に
つ
い
て
討
論
の
通
告
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
言
を

許
可
い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君 

登
壇
＝
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

私
は
、
知
事
提
案
の
議
案
の
乙
第
五
十
六
号
議
案
「
令
和
五
年
度
佐
賀
県
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

令
和
五
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
で
五
千
六
百
七
十
一
億
三
千
二
百
六
十
四
万
七
千

五
十
六
円
、
歳
出
で
五
千
五
百
二
十
九
億
一
千
六
百
八
十
二
万
一
千
三
百
七
十
一
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
額
は
百
四
十
二
億

一
千
五
百
八
十
二
万
五
千
六
百
八
十
五
円
で
す
。
そ
の
う
ち
繰
り
越
す
事
業
の
財
源

と
し
て
繰
り
越
す
べ
き
額
四
十
六
億
八
千
七
百
七
十
一
万
三
千
百
四
十
三
円
を
除
く

と
、
実
質
収
支
額
は
九
十
五
億
二
千
八
百
十
一
万
二
千
五
百
四
十
二
円
で
、
昭
和
五

十
一
年
度
以
降
四
十
八
年
間
、
実
に
連
続
し
て
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

令
和
五
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
少
し
収
ま
り
、
五
類
へ
と
移

行
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
県
内
で
は
豪
雨
災
害
も
起
き
、
家
屋
倒
壊
等
の
被
害
、
亡

く
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
対
応
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
豚
熱
の
発
生
で
、
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係
者
の
方

た
ち
が
多
く
の
御
苦
労
を
さ
れ
た
こ
と
に
本
当
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

わ
せ
て
感
謝
も
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
歳
入
に
関
し
て
言
え
ば
、
消
費
税
清
算
金
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
の
方
針
に
基
づ
く
庶
民
の
税
負
担
の
反
映
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度

よ
り
も
県
債
発
行
が
少
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
五
百
十
一
億
五
千
九
百
十
万
円
は
後

年
度
の
財
政
運
営
に
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
の
四
位
に
公
債
費
が

挙
げ
ら
れ
、
民
生
費
よ
り
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

県
民
生
活
の
面
で
は
、
県
税
や
使
用
料
手
数
料
、
諸
収
入
の
不
納
決
算
額
が
五
千

五
百
六
十
三
万
五
千
三
百
三
円
生
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
収
入
未
済
額
で
も
県
税

諸
収
入
、
使
用
料
手
数
料
で
十
六
億
三
千
九
十
七
万
四
千
三
百
三
十
四
円
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
民
生
活
は
苦
し
い
暮
ら
し
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

 
県
財
政
の
面
で
は
、
決
算
年
度
末
の
現
在
高
で
財
政
調
整
積
立
金
が
百
七
十
七
億

九
千
七
百
三
十
一
万
千
八
百
十
一
円
、
県
債
管
理
基
金
三
百
十
億
五
千
九
十
六
万
二

千
百
九
十
円
、
大
規
模
施
設
整
備
基
金
百
二
十
一
億
一
千
三
百
九
十
万
四
百
六
十
八

円
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
三
基
金
で
六
百
九
億
六
千
二
百
十
七
万
四
千
四
百
六
十
九
円
の

積
立
金
と
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
サ
ン
ラ
ー
ズ
パ
ー
ク
等
の
借
金
返
し
や
、
今
進
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め
て
い
る
県
立
大
学
等
の
大
型
事
業
に
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
も
武
雄
ま
で
は
開
業
し
て
い
ま
す
が
、
声
高
に
武
雄
か
ら
新

鳥
栖
間
の
新
幹
線
フ
ル
規
格
を
あ
お
る
人
た
ち
が
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
事
業

費
負
担
が
積
み
増
し
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
莫
大
な
ツ
ケ
が
県
民
に
押
し
つ

け
ら
れ
る
こ
と
に
は
反
対
で
す
。
大
型
事
業
に
よ
る
県
債
発
行
と
、
そ
の
償
還
の
た

め
に
県
民
の
願
い
が
後
回
し
に
さ
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
県
民
生
活
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
こ
と
を
優
先
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
、
急
が
れ
て
い
る
教
員
不
足
の
解
消
と
対
応
の
た
め
に
も
、
近
隣
の
県
並
み
に

人
件
費
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
保
育
や
介
護
、
看
護
に
携
わ
る
方
た
ち
の
処
遇
改
善

の
た
め
の
支
援
、
県
立
学
校
の
体
育
館
と
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
小
学
校

に
続
い
て
中
学
、
高
校
の
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
加

齢
に
よ
る
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
へ
の
支
援
、
国
保
介
護
の
負
担
軽
減
、
ひ
と
り
親

家
庭
と
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
物
給
付
方
式
の
早
期
実

現
な
ど
な
ど
県
民
要
求
は
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
暮
ら
し
の
願
い
に
心
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
て
、
令
和
五
年
度
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
対
し
て
反
対
を
表
明
し
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま

す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

乙
第
五
十
六
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
五
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

乙
第
五
十
六
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
認
定
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
五
十
六
号

議
案
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
議
決
い
た
し
ま
し
た
議
案
を
除
く
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
討
論
の
通

告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
直
ち
に
採
決

に
入
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
甲
第
四
十
三
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ

り
ま
す 

 

甲
第
四
十
三
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
甲
第
四
十
三
号

議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
六
十
一
号
議
案
及
び
乙
第
六
十
五
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
、
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す 

 

以
上
二
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 
本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
甲
第
四
十
四
号
議
案
及
び
甲
第
四
十
五
号
議
案
、
以
上
二
件
の
議
案
を
一

括
し
て
採
決
し
ま
す
。 
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以
上
二
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
甲
第
四
十
七
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
甲
第
四
十
七
号
議

案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
甲
第
四
十
六
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

甲
第
四
十
六
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
承
認
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
甲
第
四
十
六
号
議

案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
五
十
八
号
議
案
か
ら
乙
第
六
十
号
議
案
ま
で
三
件
、
乙
第
六
十
二
号

議
案
か
ら
乙
第
六
十
四
号
議
案
ま
で
三
件
、
乙
第
六
十
六
号
議
案
か
ら
乙
第
七
十
六

号
議
案
ま
で
十
一
件
、
以
上
十
七
件
の
議
案
を
一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

以
上
十
七
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
十
七
件
の
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
七
十
七
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

乙
第
七
十
七
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
七
十
七
号
議

案
は
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
七
十
八
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

乙
第
七
十
八
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
七
十
八
号
議

案
は
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
五
十
七
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
令
和
五
年
度
工
業
用
水
道
事
業
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り

ま
す
。 

 
乙
第
五
十
七
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
認
定
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
五
十
七
号
議

案
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 
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○ 

議 

案 

提 

出 
◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
留
守
茂
幸
議
員
外
三
十
三
名

か
ら
、
議
第
一
号
議
案
「
佐
賀
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

   

（
議
第
一
号
議
案
） 

   
 

 
 

○ 

議 

案 

上 

程 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案

を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
の
説
明
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
の
説
明
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
議
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り
ま
す
が
、
質
疑
の
通
告
は
あ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま

す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

議
第
一
号
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
議
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

議
第
一
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
第
一
号
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
請
第
五
号
請
願
か
ら
請
第
七
号
請
願
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討

論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を

終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
請
第
七
号
請
願
を
採
決
し
ま
す
。 
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こ
れ
は
、
小
中
高
の
す
べ
て
で
三
十
五
人
以
下
学
級
の
実
現
、
正
規
・
専
任
の
教

職
員
の
増
員
、
特
別
支
援
学
級
の
編
制
基
準
の
見
直
し
、
教
育
費
の
保
護
者
負
担
軽

減
を
求
め
る
請
願
で
あ
り
ま
す
。 

 

請
第
七
号
請
願
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
不
採
択
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
請
願
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 
起
立
者
少
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
請
第
七
号
請
願

は
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
請
第
五
号
請
願
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
私
学
助
成
の
大
幅
増
額
・
教
育
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
・
教
育
条
件

の
改
善
を
も
と
め
る
請
願
書
で
あ
り
ま
す
。 

 

請
第
五
号
請
願
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
採
択
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
請
願
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
請
第
五
号
請
願
は

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
請
第
六
号
請
願
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
重
心
医
療
の
現
物
給
付
に
関
す
る
請
願
で
あ
り
ま
す
。 

 

請
第
六
号
請
願
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
採
択
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
請
願
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
請
第
六
号
請
願
は

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

意 

見 

書 

案 

提 

出 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
意
見
書
案
が
四
件
提
出
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

  

（
意
見
書
案
） 

   
 

 
 

○ 

意 

見 

書 

案 

上 

程 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
十
一
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
十
四
号
意
見
書
案
ま
で
、
以
上
四
件
の
意
見
書

案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
四
件
の
意

見
書
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
意
第
十
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
二
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
全

員
の
提
出
に
よ
る
も
の
で
内
容
も
判
明
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
提
出
者
の
説
明

及
び
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決
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定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
意
第
十
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
二
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
討
論
に

入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

意
第
十
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
二
号
意
見
書
案
を

採
決
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
福
祉
医
療
機
構
が
行
う
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
の
退
職
手
当
共
済
制
度

に
係
る
公
費
助
成
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
案
、
医
療
・
介
護
等
を
提
供
す
る
た
め

の
適
切
な
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
一
号
意
見

書
案
及
び
意
第
十
二
号
意
見
書
案
は
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
十
三
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者

の
説
明
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
三
号
意

見
書
案
及
び
意
第
十
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
の
説
明
を
省
略
す

る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
意
第
十
三
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
四
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
質
疑
に

入
り
ま
す
が
、
質
疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
十
三
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会

負
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
三
号
意

見
書
案
及
び
意
第
十
四
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る

こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 

論 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

こ
れ
よ
り
意
第
十
三
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
四
号
意

見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
、
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
の
通
告
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
発
言
を
許
可
い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君 

登
壇
＝
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
は
、
意
第
十
三
号
意
見
書
案
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）
」
と
、
意
第
十
四
号
意
見
書
案
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参

加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
に
賛
成
の
立
場
か
ら
一
括
し
て
討
論

を
行
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
意
第
十
三
号
意
見
書
案
か
ら
で
す
。
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求

め
る
意
見
書
案
に
賛
成
し
て
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 
こ
の
ほ
ど
国
連
の
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
は
、
日
本
政
府
に
対
し
、
女
性
が
婚
姻

前
の
姓
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
法
整
備
を
す
る
よ
う
勧
告
い
た
し
ま
し

た
。
世
界
の
中
で
、
夫
婦
同
姓
を
義
務
付
け
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
す
。
姓
の
変

更
に
よ
っ
て
仕
事
や
研
究
等
を
続
け
る
に
当
た
っ
て
、
不
都
合
が
生
じ
た
り
、
手
続

に
時
間
を
要
す
る
な
ど
困
り
事
も
多
く
生
じ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
状
況
を
見
て
も
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
か
ら
さ
え
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
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導
入
が
必
要
だ
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
あ
く
ま
で
選
択
的
で
す
の
で
、
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
姓
に
し
た
い

人
た
ち
が
そ
れ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
自
由
を
持
て
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、

夫
婦
同
姓
が
良
け
れ
ば
当
然
そ
れ
で
い
い
の
で
す
。
通
称
で
お
仕
事
を
し
て
い
る
人

も
い
ま
す
が
、
戸
籍
上
は
夫
婦
同
姓
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
そ
れ
で
い
い
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
も
戸
籍
で
別
姓
に
し
た
い
人
が
い
る
な
ら
、

選
ぶ
自
由
を
保
証
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
結
婚
す
る
二
人
が
互
い
に
話
し
合
っ
て
、

ど
ち
ら
の
姓
に
す
る
の
か
、
ま
た
別
姓
を
選
ぶ
の
か
。
そ
れ
を
決
め
る
の
は
二
人
で

す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
で
あ
る
べ
き
で
す
。 

 

あ
る
研
究
所
の
調
査
で
は
、
二
十
代
、
三
十
代
、
四
十
代
の
六
五%

以
上
が
選
択

的
夫
婦
別
姓
に
賛
同
し
、
大
学
生
で
は
約
八
割
が
賛
成
だ
と
言
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。  

 

国
連
の
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
て
、
ぜ
ひ
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

の
導
入
を
進
め
る
よ
う
国
に
求
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
御
賛
同
を
お
願
い
し
、

こ
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
意
第
十
四
号
意
見
書
案
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・
調

印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
に
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

今
年
二
〇
二
四
年
十
月
十
一
日
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団

協
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
決
ま
り
、 

去
る
十
二
月
十
日
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。  

 

被
爆
七
十
九
年
、
来
年
は
八
十
年
を
迎
え
ま
す
が
、
被
爆
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
歩

ん
で
こ
ら
れ
、
先
輩
た
ち
を
次
々
に
見
送
り
、
核
兵
器
が
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て

活
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

命
あ
る
限
り
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
る
姿
に
胸
が
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。 

 

二
〇
一
七
年
七
月
七
日
に
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、
二
〇
二
一
年

一
月
二
十
一
日
に
調
印
、
批
准
、
参
加
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
二
四
年
九
月
現
在
、
九

十
四
の
国
と
地
域
が
署
名
し
、
七
十
三
の
国
、
地
域
が
批
准
を
し
て
い
ま
す
。 

 

兵
器
の
中
で
も
核
兵
器
が
非
人
道
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
被
爆
者
の
訴
え
だ

け
で
な
く
、
医
師
や
研
究
者
の
分
野
か
ら
で
も
明
ら
か
で
す
。
国
連
憲
章
、
国
際
法
、

国
際
人
道
法
、
国
際
人
権
法
に
反
す
る
も
の
で
す
。 

 

二
〇
二
二
年
二
月
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事
侵
略

に
あ
わ
せ
て
、
ロ
シ
ア
は
世
界
で
最
も
強
力
な
核
保
有
国
だ
、
我
が
国
を
攻
撃
す
れ

ば
壊
滅
し
、
悲
惨
な
結
果
に
な
る
と
脅
し
た
卑
怯
な
や
り
方
は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

核
兵
器
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
醜
い
脅
迫
の
言
動
は
、
広
島
、
長
崎
で
被
爆
し
た
人
た

ち
を
、
家
族
を
、
ど
れ
ほ
ど
傷
つ
け
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
イ

ス
ラ
エ
ル
も
同
様
で
す
。
世
界
に
核
兵
器
が
あ
る
限
り
、
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ

る
の
で
は
と
恐
怖
と
不
安
を
抱
き
つ
つ
暮
ら
し
て
い
く
の
は
も
う
ご
め
ん
で
す
。 

 

核
兵
器
を
持
つ
九
カ
国
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
、
核
兵
器
禁
止
を
願
う

国
々
が
無
く
そ
う
と
い
う
動
き
を
強
め
て
い
る
こ
と
は
世
界
の
流
れ
で
あ
り
、
希
望

を
持
ち
ま
す
。 

 

被
爆
者
団
体
の
行
動
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
と
い
う
形
で
認
め
ら
れ
、
今
こ
そ
被
爆

国
日
本
が
、
被
爆
者
の
思
い
を
受
け
止
め
、
核
兵
器
の
使
用
を
許
さ
ず
全
面
的
禁
止

を
訴
え
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
署
名
し
、
国
会
で
の
批
准
を
す
る
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
こ
の
意
見
書
の
採
択

を
、
皆
様
方
に
心
か
ら
呼
び
か
け
て
賛
同
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
と
お
願
い
を

し
、
お
訴
え
す
る
も
の
で
す
。 

 

以
上
、
賛
成
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
討
論
を
終
了
し
、
採
決
に
入
り
ま
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す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

ま
ず
、
意
第
十
三
号
意
見
書
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 
起
立
者
少
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
三
号
意

見
書
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
意
第
十
四
号
意
見
書
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見

書
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

起
立
者
少
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
四
号
意

見
書
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

議 

員 

派 

遣 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

次
に
、
議
員
派
遣
の
件
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議

題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
員
派
遣
の
件

を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

会
議
規
則
第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す

と
お
り
、
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

  

（
議
員
派
遣
の
件
） 

  

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
議
決
い
た
し
ま
し
た
議
員
派
遣
の
内
容
に
今
後
変
更
を
要
す
る
と
き
は
、

そ
の
取
り
扱
い
を
議
長
に
御
一
任
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

継 

続 

審 

査 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

次
に
、
会
議
規
則
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元

に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
申
出
書
の
と
お
り
、
各
委
員
長
か
ら
議
長
宛
て
、
そ
れ

ぞ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

（
閉
会
中
継
続
審
査
申
出
書
） 
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◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

各
委
員
長
か
ら
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す
る
こ
と
に
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
、
今
期
定
例
県
議
会
の
全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
ま
で
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
各
議
案
に
つ
い
て
、
数
字
ま
た
は
字
句
等
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
場
合
は
、
会
議
規
則
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
適

宜
議
長
の
手
元
に
お
い
て
訂
正
す
る
こ
と
に
御
承
認
を
願
っ
て
お
き
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

閉 
 

 
 

 

会 

◎
議
長
（
大
場
芳
博
君
） 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
六
年
十
一
月
定
例
県
議
会

を
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
後
、
事
務
局
長
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

◎
田
中
議
会
事
務
局
長
＝
こ
れ
よ
り
県
議
会
議
員
と
し
て
県
勢
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
藤
木
卓
一
郎
議
員
に
対
し
、
知
事
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
御
着
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
三
十
三
分 

閉
会 

 
 

 
 

 

議
事
課
副
課
長    

 
 

 
 

 
 

 

髙 

田 

一 

弘 

 
 

 
 

 

同  

記
録
担
当
主
任
主
査    

 
 

 

松  

尾  

重  

治 

 
 

 
 

 

同  

記
録
担
当
会
計
年
度
任
用
職 

 

石 

丸 

宏 

子 
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○ 

永
年
勤
続
議
員
に
対
す
る
知
事
感
謝
状
贈
呈 

◎
黒
田
秘
書
課
長
＝
た
だ
い
ま
か
ら
佐
賀
県
議
会
議
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
県
勢

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
方
に
対
し
、
知
事
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。 

 

お
名
前
を
呼
ば
れ
た
方
は
知
事
に
前
に
御
移
動
く
だ
さ
い
。 

 

藤
木
卓
一
郎
様
。 

◎
山
口
知
事
＝ 

 
 

 
 

感 

謝 

状 

佐
賀
県
議
会
議
員 

 

藤 

木 
卓
一
郎 

様 

あ
な
た
は
佐
賀
県
議
会
議
員
と
し
て
在
職
二
十
五
年
に
わ
た
り
県
勢
の
進
展
に
寄
与

さ
れ
そ
の
功
績
は
誠
に
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す 

よ
っ
て
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
賀
県
知
事 
 

 
 

山 

口 

祥 

義 

 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

〔
山
口
知
事 

藤
木
卓
一
郎
君
に
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈
〕
（
拍
手
） 

◎
黒
田
秘
書
課
長
＝
藤
木
議
員
は
自
席
へ
お
戻
り
く
だ
さ
い
。 

 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
感
謝
状
贈
呈
式
を
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 


